
N
o
.

申
請

日
申

請
者

事
業

名
会
場
・
開
催
期

日
事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容

等
入

場
料

新
規

継
続

承
認

区
分

及
び

初
回

後
援

日
審

査
結

果

1
R
1
.
1
1
.
2
2

ダ
ヴ

ァ
ー

ル
神

の
国

日
本

支
部

浅
井

啓
輔

J
u
n
 
A
s
a
i
 
ピ

ア
ノ

コ
ン

サ
ー

ト

〇
開

催
期
日
：
R
2
.
2
.
1
1

（
火

・
祝
）

〇
開

催
場
所
：

長
久

手
市
文
化
の
家

森
の

ホ
ー
ル

〇
目
的
：
広
く
一
般
の
人
を
対
象
に
ピ
ア
ノ
に

よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
生
演
奏
を
聴
く
機
会

を
提
供
し
、
文
化
意
識
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
一
般
市
民

〇
内
容
：
ピ
ア
ニ
ス
ト
J
u
n
 
A
s
a
i
に
よ
る
ピ
ア

ノ
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

無
料

新
規

非
承

認
R
1
.
1
2
.
2
5

※
1
2
/
1
9
　

意
見

交
換

済
み

広
く

一
般

の
人

を
対

象
に

し
た

無
料

の
ピ

ア
ノ

ソ
ロ

コ
ン

サ
ー

ト
で

は
あ

る
が

、
入

場
に

際
し

て
必

要
と

な
る

整
理

券
の

取
得

に
際

し
、

申
請

団
体

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

、
も

し
く

は
電

話
連

絡
の

い
ず

れ
か

が
必

須
と

な
る

。
当

事
業

の
整

理
券

取
得

に
お

け
る

行
程

等
が

、
そ

の
後

の
宗

教
活

動
と

の
関

係
性

を
否

定
で

き
な

い
た

め
、

非
承

認
と

す
る

。

2
R
1
.
1
1
.
2
7

東
海

テ
レ

ビ
事
業

株
式

会
社

高
木

卓
司

ダ
ン
ボ
ー
ル
わ
く
わ
く

ラ
ン
ド
2
0
2
0

○
開

催
期
日
：
R
2
.
3
.
2
8

（
土

）
～
R
2
.
4
.
5

（
日

）

○
開

催
場
所
：

イ
オ

ン
モ
ー
ル
長
久
手

4
階
　
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

〇
目
的
：
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
材
料
に
パ
ズ
ル
等
を

作
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
身
近

に
あ
る
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
:
幼
稚
園
及
び
小
学
校
低
学
年
と
そ
の
保

護
者
。

〇
内
容
：
巨
大
迷
路
を
始
め
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
で

出
来
た
遊
具
で
遊
ぶ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
ま

た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
材
料
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
す
る
。

6
0
0
円

新
規

後
援

R
1
.
1
2
.
2
5

※
1
2
/
1
9
　

意
見

交
換

済
み

本
年

度
後

援
実

績
の

あ
る

申
請

者
で

あ
り

、
ダ

ン
ボ

ー
ル

を
材

料
に

パ
ズ

ル
等

を
作

成
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通

し
て

、
身

近
に

あ
る

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

た
め

、
後

援
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

3
R
1
.
1
1
.
2
7

特
定

非
営

利
活
動

法
人

日
本

冒
険
教

育
協

会
奥

村
健

介

2
0
2
0
工
作
と
科
学
の
わ

く
わ
く
体
験

○
開

催
期
日
：

R
2
.
2
.
2
3
（
日
）
及
び

R
2
.
3
.
1
（
日
）

○
開

催
場
所
：

杁
ヶ

池
公
園

〇
目
的
：
様
々
な
体
験
活
動
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
新
た
な
こ
と
へ
挑
戦
す
る
心
、
自
由
な

発
想
を
行
う
創
造
性
、
活
動
へ
の
成
功
体
験
を

通
し
て
の
達
成
感
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

〇
対
象
：
長
久
手
市
内
在
住
の
小
学
1
か
ら
6
年

生
児
童

〇
内
容
：
野
外
の
中
で
「
自
然
・
生
活
・
社

会
・
冒
険
」
な
ど
の
体
験
活
動
に
挑
戦
す
る
。

6
,
0
0
0
円

新
規

後
援

R
1
.
1
2
.
2
5

※
1
2
/
1
9
　

意
見

交
換

済
み

様
々

な
体

験
活

動
の

中
で

、
子

ど
も

た
ち

が
新

た
な

こ
と

へ
挑

戦
す

る
心

、
自

由
な

発
想

を
行

う
創

造
性

、
活

動
へ

の
成

功
体

験
を

通
し

て
の

達
成

感
を

育
て

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

た
め

、
後

援
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

後
援

・
推

薦
に

係
る

審
査

結
果

報
告
書

資料1



N
o
.

申
請

日
申

請
者

事
業

名
会
場
・
開
催
期

日
事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容

等
入

場
料

新
規

継
続

承
認

区
分

及
び

初
回

後
援

日
審

査
結

果

4
R
1
.
1
1
.
1
1

宮
城

復
興

支
援
セ

ン
タ

ー
茂

木
秀

樹

国
際
交
流
＆
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

○
開

催
期
日
：

R
2
.
2
.
2
2
（
土
）
～

R
2
.
8
.
1
7
（
月
）

○
開

催
場
所
：

愛
知

県
美
浜
少
年
自
然

の
家

、
そ
の
他

　 ○
目
的
：
東
日
本
大
震
災
・
全
国
各
地
災
害
被

災
児
童
の
心
の
ケ
ア
や
災
害
風
化
防
止
及
び
危

機
意
識
の
向
上
、
子
ど
も
達
の
国
際
交
流
・
多

文
化
共
生
・
小
学
校
外
国
語
活
動
の
促
進
を
目

的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
小
学
1
年
生
か
ら
小
学
6
年
生
児
童

　 〇
内
容
：
東
日
本
大
震
災
の
被
災
児
童
の
心
の

ケ
ア
支
援
、
震
災
の
風
化
防
止
及
び
危
機
意
識

の
向
上
、
子
ど
も
達
の
国
際
交
流
・
多
文
化
共

生
・
小
学
校
外
国
語
活
動
の
促
進
の
た
め
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
。

避
難
生

活
児

童
：

無
償

一
般
小

学
生

：
2
5
,
8
0
0
円

～
2
6
,
8
0
0
円

継
続

2
年

目
後

援
R
1
.
1
2
.
4

前
年

度
後

援
実

績
が

あ
り

、
東

日
本

大
震

災
・

全
国

各
地

災
害

被
災

児
童

の
心

の
ケ

ア
や

災
害

風
化

防
止

及
び

危
機

意
識

の
向

上
、

子
ど

も
達

の
国

際
交

流
・

多
文

化
共

生
・

小
学

校
外

国
語

活
動

の
促

進
を

目
的

と
す

る
事

業
で

あ
る

た
め

、
後

援
す

る
こ

と
が

適
当

で
あ

る
。

5
R
1
.
1
2
.
2

長
久

手
フ

ィ
ル

ハ
ー

モ
ニ

ー
管
弦

楽
団

伊
藤

正
尚

長
久
手
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
　
第
3
2

回
定
期
演
奏
会

○
開

催
期
日
：

R
2
.
5
.
1
0
（
日
）

○
開

催
場
所
：

長
久

手
市
文
化
の
家

森
の

ホ
ー
ル

〇
目
的
：
音
楽
（
芸
術
）
に
関
す
る
催
し
物
で

あ
り
、
広
く
市
民
に
音
楽
文
化
と
接
す
る
機
会

を
提
供
し
、
地
域
の
音
楽
振
興
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
一
般
市
民

〇
内
容
：
第
3
2
回
目
の
定
期
演
奏
会
。
週
1
回
の

合
奏
練
習
を
継
続
的
に
行
い
、
そ
の
集
大
成
と

し
て
演
奏
会
を
開
催
す
る
。

当
日
：

1
,
0
0
0
円

前
売
：

8
0
0
円

継
続

1
年

目
後

援
R
1
.
1
2
.
1
0

前
年

度
後

援
実

績
が

あ
り

、
音

楽
（

芸
術

）
に

関
す

る
催

し
物

で
あ

り
、

広
く

市
民

に
音

楽
文

化
と

接
す

る
機

会
を

提
供

し
、

地
域

の
音

楽
振

興
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
た

め
、

後
援

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。

6
R
1
.
1
2
.
3

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
楽
知

ん
研

究
所

代
表

理
事

　
宮
地

祐
司

親
子
孫
で
<
た
の
し
い
仮

説
実
験
>
講
座

○
開

催
期
日
：

R
2
.
1
.
1
2
（
日
）
～

R
2
.
1
.
1
3
（
月
・
祝
）

○
開

催
場
所
：

長
久

手
市
福
祉
の
家

〇
目
的
：
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
本
格
的
な

科
学
入
門
教
育
を
体
験
し
、
知
的
に
充
実
し
た

時
間
を
つ
く
り
、
予
想
を
立
て
て
実
験
す
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
で
、
考
え
る
楽
し

さ
を
味
わ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
生
の
み
の
参
加
は
不
可
）

〇
内
容
：
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
本

格
的
な
科
学
入
門
講
座
を
体
験
し
、
知
的
に
充

実
し
た
時
間
を
つ
く
る
。

１
家
族

1
,
6
2
0
円

継
続

1
年

目
後

援
R
1
.
1
2
.
1
3

前
年

度
後

援
実

績
が

あ
り

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

、
本

格
的

な
科

学
入

門
教

育
を

体
験

し
、

知
的

に
充

実
し

た
時

間
を

つ
く

り
、

予
想

を
立

て
て

実
験

す
る

と
い

う
プ

ロ
セ

ス
を

経
る

こ
と

で
、

考
え

る
楽

し
さ

を
味

わ
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
た

め
、

後
援

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。



N
o
.

申
請

日
申

請
者

事
業

名
会
場
・
開
催
期

日
事
業
の
目
的
・
対
象
・
内
容

等
入

場
料

新
規

継
続

承
認

区
分

及
び

初
回

後
援

日
審

査
結

果

7
R
1
.
1
2
.
5

ラ
ン

ナ
ー

ズ
カ
ッ

プ
実

行
委

員
会

会
長

　
竹

中
清
朗

不
動
産
S
H
O
P
ナ
カ
ジ
ツ

p
r
e
s
e
n
t
s
第
1
4
回
ナ
ゴ

ヤ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
カ
ッ
プ

新
春
初
マ
ラ
ソ
ン

○
開

催
期
日
：

R
2
.
1
.
5
（
日
）

○
開

催
場
所
：

愛
・

地
球
博
記
念
公
園

〇
目
的
：
家
族
や
仲
間
で
楽
し
め
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
楽
し
く
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
継
続
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
一
般
市
民

〇
内
容
：
小
学
生
以
上
を
対
象
と
し
た
家
族
や

仲
間
で
楽
し
め
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。

参
加
費

：
2
,
0
0
0
円

～
6
,
0
0
0
円

継
続

2
年

目
後

援
R
1
.
1
2
.
1
0

前
年

度
後

援
実

績
が

あ
り

、
家

族
や

仲
間

で
楽

し
め

る
ラ

ン
ニ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

、
健

康
増

進
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

、
楽

し
く

ラ
ン

ニ
ン

グ
を

継
続

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
た

め
、

後
援

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。

8
R
1
.
1
2
.
1
1

ヒ
ュ

ー
マ

ン
ア
カ

デ
ミ

ー
ロ

ボ
ッ
ト

教
室

名
古

屋
事
務

局 沼
夏

樹

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ

ミ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
無

料
体
験
会

〇
開

催
期
日
：
R
2
.
1
.
1
8

（
土

）
～
R
1
.
2
.
1

（
土

）

〇
開

催
場
所
：
長
久
手

市
文

化
の
家

〇
目
的
：
小
学
生
を
対
象
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
組

み
立
て
を
通
し
て
、
空
間
認
識
力
や
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
、
論
理
的
思
考
の
育
成
を
目
的

と
し
て
い
る
。

〇
対
象
：
長
久
手
市
在
住
の
小
学
生

〇
内
容
：
空
間
認
識
力
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
、
論
理
的
思
考
の
育
成
の
た
め
の
ロ
ボ
ッ

ト
製
作
体
験
。

無
料

継
続

1
年

目
後

援
R
1
.
1
2
.
2
0

本
年

度
後

援
実

績
が

あ
り

、
小

学
生

を
対

象
に

、
ロ

ボ
ッ

ト
の

組
み

立
て

を
通

し
て

、
空

間
認

識
力

や
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

的
思

考
、

論
理

的
思

考
の

育
成

を
目

的
と

す
る

事
業

で
あ

る
た

め
、

後
援

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。


